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い
ま
、日
本
中
で
ス
ー
パ
ー
中
学
生
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

将
棋
界
の
藤
井
聡
太
君
や
、卓
球
界
の
張
本
智
和
君
、飛
び
込

み
の
金
戸
凛
さ
ん
、ま
た
、サ
ッ
カ
ー
界
の
久
保
建
英
君
も
つ

い
こ
の
前
ま
で
中
学
生
だ
っ
た
。み
な
、私
た
ち
が
ワ
ク
ワ
ク

す
る
よ
う
な
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、こ
の
伊
賀
に
お
い
て
も
、ス
ー
パ
ー
中
学
生
の
片

鱗
を
う
か
が
わ
せ
る
少
年
が
い
る
。大
山
田
中
学
３
年
の
藤

川
来
真
君
。尺
八
の
趣
味
を
持
つ
お
父
さ
ん
の
影
響
を
受
け

て
、小
学
４
年
生
か
ら
尺
八
で「
遊
び
」は
じ
め
、6
年
生
か
ら

本
格
的
に
取
り
組
ん
で
、メ
キ
メ
キ
と
腕
前
を
伸
ば
し
て
い
る

と
い
う
。

　
日
本
の
伝
統
芸
能
に
こ
と
の
ほ
か
興
味
を
持
ち
、日
本
民

謡
に
も
関
心
を
深
め
、か
つ
て
本
紙
の
「
夢

i
n
g
」で
も
将
来
の
夢
を
語
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　「
ロ・ツ・レ・チ・ハ
」…
な
ど
と
書
か
れ
た
尺
八

独
特
の
楽
譜
は
も
ち
ろ
ん
読
め
る（
筆
者
の
よ
う

な
凡
人
に
は
訳
の
わ
か
ら
な
い
用
語
だ
）が
、耳

が
良
い
ら
し
く
、「
曲
は
耳
で
覚
え
る
ん
で
す
。吹

く
と
き
は
、あ
ま
り
譜
面
を
見
な
く
て
も
、吹
け
て
し
ま
う
」

と
言
う
。も
し
か
し
た
ら
絶
対
音
感
が
あ
る
の
で
は
？
と
思

わ
せ
る
言
葉
を
、あ
っ
け
ら
か
ん
と
屈
託
な
く
話
す
。し
か
も
、

習
い
続
け
て
も
大
人
で
も
な
か
な
か
出
す
こ
と
が
難
し
い
と

い
う
半
音
を
、す
ぐ
に
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
、「
頭
で

（
吹
き
方
や
音
を
）考
え
た
ら
、音
が
出
た
」と
言
う
ほ
ど
、才

能
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
尺
八
は
歴
史
が
古
く
、平
安
時
代
初
期
ご
ろ
ま
で
は
雅
楽

の
合
奏
楽
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、徐
々
に
雅
楽
の
世
界

で
は
演
奏
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。江
戸
時
代
に
は
法
器
の

ひ
と
つ
と
し
て
、禅
宗
の一
種
、普
化
宗
の
虚
無
僧
の
み
に
演

奏
が
許
さ
れ
、一般
的
な
尺
八
は
こ
の
普
化
宗
尺
八
の
こ
と
を

指
す
そ
う
だ
。そ
の
名
称
は
、文
字
通
り
管
の
長
さ
が一
尺
八

寸
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
、琴
古
流
、都
山
流
、上
田
流
、竹
保

流
な
ど
の
流
派
が
あ
る
。

　
藤
川
君
は
、伊
賀
邦
楽
会
の
重
鎮
で
都
山

流
大
師
範
の
曽
我
岱
位
山
さ
ん
の
教
室
で
月

二
回
習
う
ほ
か
、個
人
指
導
も
月
二
回
受
け

て
尺
八
に
没
頭
。岱
位
山
会
社
中
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
小
学
６
年
生
か
ら
、市
民
文
化
祭
な

ど
の
舞
台
に
立
っ
て
き
た
。す
で
に「
中
伝
認

定
」を
受
け
、「
岱
爽
」の
竹
号
を
持
っ
て
い

る
。

　
曽
我
さ
ん
は「
藤
川
君
は
大
人
顔
負
け
の

舞
台
度
胸
が
す
ご
い
。音
が
イ
キ
イ
キ
と
伸

尺
八
の
世
界
に
魅
せ
ら
れ
て

藤川　来真 さん
ふ じ か わ ら い ま

尺八

び
る
。普
段
の
修
練
、

努
力
の
積
み
重
ね
が

見
て
と
れ
る
。将
来
が

楽
し
み
だ
」と
絶
賛
。

お
母
さ
ん
は「
舞
台
に

立
っ
て
も
あ
ま
り
上
が

る
こ
と
な
く
、ふ
だ
ん

通
り
に
演
奏
で
き
る
。

私
が
言
わ
な
く
て
も

自
分
か
ら
練
習
に
取

り
組
む
の
で
、自
分
の

好
き
な
こ
と
を
頑
張
る

タ
イ
プ
」と
話
し
て
く
れ
た
。

　
取
材
の
日
、無
理
を
お
願
い
し

て
演
奏
し
て
も
ら
っ
た
。自
ら
着
付
け
た
石
持
ち
地
抜
き
三
つ

銀
杏
の
家
紋
付
袴
の
正
装
で
尺
八
を
手
に
し
て
歌
口
に
口
を

あ
て
が
う
と
、そ
れ
ま
で
の
会
話
で
見
せ
て
い
た
穏
や
か
な
表

情
が一
変
し
、キ
リ
リ
と
し
た
視
線
に
な
る
。そ
の
奏
で
る
音

色
は
、素
人
の
私
に
も
鮮
烈
に
響
き
、揺
さ
ぶ
ら
れ
る
よ
う
な

「
日
本
の
こ
こ
ろ
」さ
え
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
だ
っ
た
。

　「
こ
れ
か
ら
も
日
本
の
伝
統
芸
能
と
向
き
合
い
、『
日
本
の

こ
こ
ろ
』を
伝
え
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、う
れ
し
い
で
す
」

と
、目
を
輝
か
せ
て
語
る
、夢
多
き
中
学
生
だ
っ
た
。

＝
表
紙
の
写
真
か
ら
続
く

（
取
材
＝
広
報
事
業
委
員
　池
澤
　基
善
）

こ   

む  

そ
う

た
い 

そ
う

い
ち
ょ
う
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　伊賀のクラシック人口を１％にした
いというぶんとのプロジェクトにちな
み、伊賀市文化会館のホワイエで催さ
れているbimonthly lobby Concert
（バイマンスリーロビーコンサート）。
９月17日（日）には伊賀市在住の岡井
麻理子さん（ピアノ）と、同市出身の菅
原小百合さん（アルトサクソフォン）ら
が出演します。

　岡井さんは大阪音楽
大学ピアノ専攻を主席
卒業後、数々の賞を受
賞。現在は伊賀を拠点と
して、演奏活動や後進の
指導など、さまざまに活
躍されています。
　「クラシック音楽に対
するぶんとのプロジェク
トに感謝します。いろん
な人にクラシック音楽に
興味を持っていただける
よう、私も微力ながらお

手伝いさせていただければ嬉しいで
す。今回のロビーコンサートはサクソ
フォンの方々とのセッションでとても楽
しいですから、みなさん是非聴きに来
てください」と、素敵な笑顔で話してく
れました。

　菅原さんは、幼いころはピアノを習
いましたが、映画「スウィングガールズ」
（2004年公開）に登場するサックスに
魅せられ、愛知県立芸術大学に進みま

した。現在はサクソフォンカルテット　
ブランシュのメンバーとして名古屋を
中心に活躍されています。
　「クラシック音楽のコンサートにはお
客さんが少なく、身内しか集まらない、
などと言われていて残念です。もっと
クラシック音楽を身近に感じてもらえ
れば嬉しいです」と、大きな瞳を輝か
せながら語ってくれました。
　今回のロビーコンサートでは、ベー
トーヴェンのピアノソナタ「月光」や
「オペラ座の怪人」、「日本の四季メド
レー」などが演奏されます。コンサート
のタイトルでもある「アンサンブルの
響き」を存分に楽しんでください。

　（広報事業委員　池澤　基善）

「月光」
ベートーヴェンのピアノソナタ第14
番。ピアノの教え子でもあった伯爵令
嬢のジュリエッタに捧げた名曲とされ
る。第８番「悲愴」、第23番「情熱」とと
もに、ベートーヴェンの３大ピアノソナ
タと呼ばれている。

　故郷は遠きにありて思ふもの
　そして悲しくうたうもの

　この一節ほど若いころの私を苦々
しい思いにさせるものはなかった。
40年も前、今の道に私は足を踏み
入れた。早くに他界した父は美術関
係だったので少しは理解を得られた
かもしれないが、母親からは反対さ
れた。思い通りに育てられなかった
という落胆を横目に見ながら、帰郷
の際はなるべくご近所に顔を合わ
せぬようにしていた。
　同級生たちは皆、着実な人生を築
きつつあるように見えた。私の将来
を心配してくれていたが余計なお
世話だと強がっていた。当時、映像
の仕事は頭になく、ただただ舞台
（いた）の上に生きる事を夢みてい

た。『坊々新劇俳優の卵の誕生!!』。
よくもまあ生き残ってきたものだが、
やはり「故郷を石持て追われた」感
は強く、伊賀は私にとって遠きにせ
ざるを得ないものとなっていた。   
　しかしながら人間、齢六十も過ぎ
ると不思議なものでヤンチャな自分
もやっと角が取れ「まだそんな事
やってんのか、おまん ！ 」とあきれて
いた同級生も普通に話せるように
なり、ここ数年は近くで公演がある
と大勢で観に来てくれ、彼らに対し
抱いていた劣等感も消えていった。
そんな中、前田教育会から今回のお
話をいただきすぐに「ムカサリ」が
頭に浮かんだ。初めての独り芝居を
すすめる肚を決めた。眠れぬ日々が
続いたが幸い東京公演は売り止め。
気を良くしての伊賀入りとなった。

６月の伊賀
公演は、この
40年で最も
緊張した公
演ではあっ
たが一番の
歓びは、遠き
にあった故
郷が少～し、
いや、かなり近くなったという事か
も知れない、、、。
　最後に、「山路さんの好きなよう
に変えて下さい!!」と我儘を許して
下さった原作者、藤沢文翁氏。そし
て、伊賀と私の橋渡しをあきらめず
にしてくれた同級生の吉輪康一氏。
心より感謝致します。

 （俳優、東京都在住）

わが  まま

よわい

はら

おか い こりま すが はら さ ゆ り

ピアノ 岡井麻理子さん、サクソフォン 菅原小百合さん

故郷が近きになった日
や ま じ　　 か ず ひ ろ

山路 和弘

9/17　ロビーコンサート
アンサンブルの響き～ピアノとサクソフォンによるひととき～

岡井麻理子さん（左）と菅原小百合さん
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ささやき商法  大成功？
北泉優子No.14

　「
岡
山
県
の
K
市
に
ね
、
変
わ
っ
た
方

法
で
大
き
な
商
い
を
や
っ
て
い
る
呉
服

屋
さ
ん
が
あ
る
ん
だ
。
取
材
に
行
か
な

い
か
」

　
呑
み
仲
間
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
、

い
き
な
り
切
り
出
し
た
。
そ
の
呉
服
屋

が
、
製
作
費
を
出
す
か
ら
、
K
市
を
主

な
舞
台
に
、
映
画
を
作
っ
て
く
れ
な
い

か
と
、
彼
に
持
ち
か
け
て
き
た
と
い
う
。

金
は
出
す
が
口
は
出
さ
な
い
。
唯
一
の

条
件
は
、
着

物
の
P
R
に

な
る
よ
う
、

女
性
が
主
人

公
の
作
品
で

あ
る
こ
と
。

　
「
そ
れ
だ

け
で
、
地
方

の
小
都
市
の

呉
服
屋
が
、

何
億
も
の
お

金
出
す
の
？

出
せ
る
わ
け

な
い
わ
よ
。
イ
ン
チ
キ
よ
。
き
っ
と
」

　
反
論
し
た
が
、
驚
い
た
こ
と
に
、
よ

た
話
で
は
な
か
っ
た
。
正
式
に
契
約
書

を
交
わ
し
、
取
材
の
た
め
の
前
渡
金
も

貰
っ
て
い
た
。
相
手
は
「
忍
ぶ
糸
」
を

書
い
た
作
家
に
と
、
ご
指
名
だ
そ
う
だ
。

な
ら
、
断
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
原

作
脚
本
で
ガ
ッ
ポ
リ
戴
く
わ
よ
と
、
K

市
行
き
を
承
知
し
た
。

　
約
一
ケ
月
後
、
取
材
と
い
う
よ
り
、

下
見
と
し
て
K
市
に
行
っ
た
。
岡
山
ま

で
出
迎
え
て
く
れ
た
若
社
長
に
会
い
、

か
な
り
び
っ
く
り
し
た
。
背
の
高
い
、

ひ
と
き
わ
目
立
つ
二
枚
目
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
呉
服
屋
な
の
に
、
外
国
製
の

ス
ー
ツ
で
、
び
し
っ
と
決
め
て
い
た
。

K
市
の
呉
服
屋
ま
で
は
、
若
社
長
の

ベ
ン
ツ
で
向
か
っ
た
。
一
時
間
弱
の
車
中

で
、
彼
は
訛
の
全
く
な
い
き
れ
い
な
標

準
語
で
、
K
市
の
紹
介
を
し
て
く
れ
た
。

「
○
○
さ
ん
、
大
学
は
東
京
？
」
「
え

え
、
慶
応
で
す
。
大
学
に
は
、
ウ
ラ
、

オ
モ
テ
４
年
、
計
８
年
い
ま
し
た
。
も

っ
と
も
、
あ
と
の
４
年
は
ア
ル
バ
イ
ト

が
メ
イ
ン
で
し
た
け
れ
ど
ね
」

　
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
た
の
が
、
当
時

流
行
っ
て
い
た
白
タ
ク
。
銀
座
の
超
一

流
の
ク
ラ
ブ
の
マ
マ
に
目
を
か
け
て
も

ら
い
、
大
手
企
業
の
社
長
や
有
名
な
文

化
人
な
ど
の
送
り
届
け
。
マ
マ
の
裁
量

一
つ
だ
か
ら
、
取
締
り
に
も
あ
わ
ず
、

４
年
で
膨
大
な
人
脈
を
作
っ
た
と
い
う
。

大
学
で
は
学
べ
な
い
実
際
の
経
営
学
も

社
長
連
か
ら
教
え
ら
れ
た
と
か
。
大
学

８
年
生
で
卒
業
し
た
彼
は
、
そ
の
人
脈

と
知
識
を
持
っ
て
K
市
へ
戻
り
、
老
舗

の
呉
服
屋
を
大
改
革
し
た
の
で
あ
る
。

　
若
い
男
性
、
そ
れ
も
、
こ
れ
以
上
は

い
な
い
と
い
う
醜
男
を
数
名
採
用
し
、

作
業
着
を
制
服
に
、
外
交
商
法
に
切
り

替
え
た
。
訪
問
先
は
小
金
を
持
っ
て
い

る
男
手
を
亡
く
し
た
高
齢
者
や
、
近
々

保
険
金
等
の
大
金
が
入
る
予
定
の
女
所

帯
だ
。
「
何
か
困
っ
て
い
る
こ
と
あ
り

ま
せ
ん
か
。
水
道
の
水
漏
れ
で
も
、
蛍

光
灯
の
取
り
替
え
で
も
、
何
で
も
や
り

ま
す
よ
」
と
、
便
利
屋
も
ど
き
に
入
り

込
む
の
だ
。
女
の
心
理
か
も
し
れ
な
い
。

若
く
て
も
醜
男
だ
か
ら
と
安
心
し
て
、

つ
い
気
軽
に
頼
み
事
を
し
て
し
ま
う
。

タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
、
ア
ッ
シ
ー
君
を

お
願
い
し
た
り
も
す
る
。
す
ぐ
飛
ん
で

き
て
く
れ
る

か
ら
、
利
用

す
る
回
数
も

増
す
…
。
い

つ
し
か
、
呉

服
屋
は
女
た

ち
の
便
利
屋

と
化
し
て
い

た
。

　
そ
し
て
、

半
年
ぐ
ら
い

経
っ
て
か
ら
、
さ
り
げ
な
く
囁
く
。

　「
あ
そ
こ
の
奥
さ
ん
、
五
百
万
の
加
賀

友
禅
を
買
っ
て
く
れ
ま
し
て
ね
。
奥
様

も
一
着
ど
う
で
す
か
。
い
い
も
の
は
大

事
に
す
れ
ば
、
何
代
も
着
ら
れ
ま
す
か

ら
ね
ぇ
」

　「
ほ
し
い
け
ど
…
い
く
ら
？
」

　「
奥
さ
ま
な
ら
、
五
百
万
で
は
ね
ぇ
。

加
賀
の
有
名
作
家
が
描
い
た
逸
品
で
、

お
似
合
い
の
が
あ
り
ま
す
よ
。
ち
ょ
い

と
高
く
て
七
百
万
前
後
か
な
。
一
千
万

も
あ
り
ま
す
よ
」

　「
じ
ゃ
、
一
千
万
に
し
よ
う
か
な
…
」

こ
ん
な
ふ
う
に
、
見
栄
と
競
争
心
を
あ

お
り
立
て
て
、
追
い
つ
め
て
ゆ
く
の
だ
。

若
社
長
は
、
さ
さ
や
き
商
法
と
称
し
て

い
た
。

　「
今
夜
、
う
ち
の
別
荘
で
お
見
立
て
会

を
や
る
ん
で
す
よ
。
皆
、
う
ち
で
買
っ
た

着
物
で
来
ま
す
か
ら
、
ご
案
内
し
ま
す
。

売
る
だ
け
で
な
く
、
お
披
露
目
の
場
を

つ
く
る
の
も
商
い
の
う
ち
で
す
か
ら
」

　
そ
の
夜
の
内
覧
会
は
、
ま
さ
に
壮
観

だ
っ
た
。
値
段
を
見
る
と
、
安
く
て
百

万
台
、
高
い
の
は
二
千
万
近
か
っ
た
。

そ
れ
が
醜
男
た
ち
の
さ
さ
や
き
戦
術
に

よ
っ
て
、
ま
た
た
く
間
に
、
予
約
の
赤

紙
が
貼
ら
れ
て
ゆ
く
。
K
市
っ
て
、
こ

ん
な
に
金
持
ち
の
町
？
。
頭
が
ク
ラ
ク

ラ
し
て
倒
れ
そ
う
に
な
っ
た
。

　
５
日
間
の
下
見
を
終
え
て
帰
京
し
た

わ
た
し
は
、
降
板
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

若
社
長
が
モ
デ
ル
の
喜
劇
な
ら
書
け
る
。

が
、
女
が
主
役
で
は
書
け
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
K
市
に
住
む
女
性
も
、
他
の
町

と
同
様
、
普
通
の
人
だ
か
ら
…
。
普
通

の
女
性
に
、
一
千
万
の
着
物
は
い
ら
な
い
。

　
あ
の
呉
服
屋
、
ま
だ
や
っ
て
い
る
か

し
ら
。
映
画
の
企
画
は
、
先
方
の
経
済

的
理
由
で
流
れ
た
け
れ
ど
―
。

（
作
家
・
市
内
在
住
）

の

も
ら

い
た
だ

な
ま
り

は
　 

や

ぶ 

お
と
こ

さ
さ
や
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骨盤矯正ストレッチ

第113号通信5

日 ￥ 定 受所日時 場所 料金 定員 申込受付 物持ち物講講師 対対象者

ホールこれから情報

伊
賀
市
文
化
会
館

あ
や
ま
文
化
セ
ン
タ
ー

青
山
ホ
ー
ル

毎週木曜日　10回コース
第3期　10月5日～12月14日　※11/23 休講
13:00～14:00（受付12:30～）
伊賀市文化会館　リハーサル室　　5,000円
一般　  　25名　※先着順。定員になり次第締切。　　　辻　明子先生
8月31日㈭ 10:00から ☎22－0511で受付受

所

対 定

日

￥

毎週月曜日　10回コース
第３期　9月11日～12月4日　※9/18、10/9、10/23 休講
19:45～20:45（受付19:30～）
阿山Ｂ＆Ｇ海洋センター　　5,000円
一般　  　35名　※先着順。定員になり次第締切。　　　山下　華子先生
8月26日㈯ 15:00から ☎22－0511で受付

エアロビクス

ラテンの音楽に合わせて楽しくエアロビクス
してみませんか!?
股関節・ひざ関節・足首の下半身の大きな
３つの関節を動かすことで、骨盤のゆがみ
改善、腰のくびれに効果が期待できます！

毎週水曜日　６回コース
9月20日～10月25日
19:30～20:30（受付19:00～）
伊賀市民体育館　管理棟　　　3,000円
一般　  　25名　※先着順。定員になり次第締切。
嶋津　綾子先生
8月26日㈯ 11:00から ☎22－0511で受付受

所

講
対 定

日

￥

9/17㈰
14：00～

9/24㈰
13：30～8/26㈯

13：30～

9/3㈰
14：00～

9/9㈯
14：00～

10/1㈰
10：00～ 鳥居先生による  なるほど～“クラシック”

モーツァルトの室内楽を知ろう！
～アイネクライネを中心に～

9/30㈯
14：00～

10/1㈰
13：00～

受け継がれし音と技が魅せる
－悠久の平安絵巻『斎王』－
フラ  オ  モアニ  ケアラ
第２回上野フラ発表会

伊賀コミュニティオーケストラ
第14回定期演奏会

10/8㈰
14：00～

10/11㈬
14：00～

平成29年度  伊賀市  平和の集い

8/17㈭
14：30～ 第13回伊賀市教育研究集会

ふ
る
さ
と
会
館
い
が

8/26㈯
14：00～

bimonthly lobby Concert Vol.2
ヴァイオリンとピアノによる音楽のフルコース
～晩夏を彩る素敵なひとときを～
bimonthly lobby Concert Vol.3

アンサンブルの響き
～ピアノとサクソフォンによるひととき～

500円

500円

無　料

無　料

無　料

伊賀市男女共同参画センター
☎22-9632（岩野）

一般1,000円
高校生以下
　 　 500円

一般1,000円
高校生以下
　 　 500円

無　料

催　し　物 入場料 主催・問い合わせ日  時

催　し　物 入場料 主催・問い合わせ日  時 場  所

催　し　物 入場料 主催・問い合わせ日  時 場  所

催　し　物 入場料 主催・問い合わせ日  時

9/9㈯
14：00～

三重県内男女共同参画
連携映画祭2017

「女たちの都～ワッゲンオッゲン～」
ホール 無　料

10/14㈯
10：00～ タッチ・ザ・スタインウェイ ホール 参加費５００円

（要予約）

8/18㈮
19：30～

無　料

無　料

無　料

無　料

無　料

第42回いがまち人権・
同和教育研究大会記念講演　

秋川リサ「母の日記・
かんばりすぎない認知症介護」

第22回三重大学吹奏楽団・
伊賀北ライオンズクラブ管内中学校

吹奏楽合同コンサート

大ホール

9/9㈯
18：00～ 第３回　竹灯り幽玄能 外　庭

上野・名張美容組合
伊賀ブロック誕生15周年記念

大ホール
小ホール

いがまち同和教育研究会事務局
☎51-5284（黒川）

上野・名張美容組合伊賀ブロック
☎21-0529（小倉）

9/24㈰
13：30～

動物愛護週間
チャリティーイベント2017 大ホール

大ホール

大ホール

☎090-1280-7204
（ふくしま）

参加費５００円
（要予約）タッチ・ザ・スタインウェイ 大ホール （公財）伊賀市文化都市協会

☎45-9125（ふるさと会館いが）

（公財）伊賀市文化都市協会
☎22-0511

10/7㈯
9：30～

10/8㈰
14：30～

いがまち４園
解放保育を考える保護者のつどい

いがまち４園保護者会連絡協議会
☎45-3178（西柘植保育園・向）

伊賀北ライオンズクラブ
☎45-5504（塩谷）

2017同和問題講演会

５００円

伊賀市、伊賀市教育委員会
☎５２-１１１５（青山支所振興課）

タッチ・ザ・スタインウェイ 参加費５００円
（要予約）

（公財）伊賀市文化都市協会
☎５２-１１０９（青山ホール）

Ｌｉｖｅ Ｒｏａｄ ２０１７

無　料

（公財）伊賀市文化都市協会
☎２２-０５１１

命の音楽祭「楽命風～Life～」
『いききる』ロックバンドおかんライブ

アースエンジェルス
☎０９０-1274-2817（奥野）

無　料ガス展 上野ガス㈱
☎21-3611（営業部・松本健）

9/18
11：00～

（月・祝）

9/23
10：00～

（土・祝）

10/7㈯
10：00～
10/8㈰
13：00～

（公財）伊賀市文化都市協会
☎24-7015（伊賀市文化会館）

（公財）伊賀市文化都市協会
☎24-7015（伊賀市文化会館）

伊賀市医療福祉政策課
☎26-3940（西岡）

フラ  オ  モアニ  ケアラ
☎48-6254（冨森）

伊賀コミュニティオーケストラ
☎090-9181-0957（事務局・吉澤）

伊賀市教育研究会
☎21-8839（伊賀市教研センター・勝田）

（公財）伊賀市文化都市協会
☎24-7015（伊賀市文化会館）

（公財）伊賀市文化都市協会
☎24-7015（伊賀市文化会館）

大　人 3,500円
高校生 1,000円
（当日は各500円増し）

前売り
一般2,000円
学生1,500円
当日　各500円増

（公財）伊賀市文化都市協会
☎45-9125（ふるさと会館いが）

マットエクササイズ

ラテン系エアロビクス

毎週月曜日　10回コース
第３期　9月11日～12月4日　※9/18、10/9、10/23 休講
11:00～12:00（受付10:30～）
伊賀上野武道館　会議室　　5,000円
一般　  　15名　※先着順。定員になり次第締切。　　　阿部　和矢先生
8月21日㈪ 13:00から ☎22－0511で受付　※1回のお電話で２名まで

定
￥

トランポリズム
毎週火曜日　10回コース
第４期　9月19日～11月28日　※10/24 休講
19:30～20:30（受付19:00～）
しらさぎ運動公園　会議室　　5,000円
一般　  　20名　※先着順。定員になり次第締切。　　　峯田　敬士先生
8月26日㈯ 13:00から ☎22－0511で受付　※1回のお電話で２名まで

定
￥

■ふるさと会館いが　　  9月23日（土・祝）10：00～17：00
■青山ホール　　　　　10月  1日（日）   10：00～17：00
■あやま文化センター　10月14日（土）   10：00～17：00
□演奏時間　30分　※１枠２人まで

・申込者本人のみ利用。音楽教室等の指導としての利用不可。
□参 加 費　１枠500円

・青山ホールに限り２台のピアノ同時演奏も可能。参加費は
１枠１時間で2,000円。

□定　　員　各14枠　※先着順
□申込方法　８月26日（土）11：00から電話受付

※「あやま文化センター」は「ふるさと会館いが」で受付
□申 込 先　・ふるさと会館いが　☎45－9125（月曜休館）
　　　　　　・青山ホール　　　　☎52－1109（水曜休館）

参加者
募集 タッチ・ザ・スタインウェイ

ホールの舞台で、憧れのスタインウェイ・ピアノを弾いてみよう

受

所

講 講

受

所

対 定

日

￥
講

対

日

受

所

講対

日



＜能舞台＞芸術（舞台）用語 能と狂言を演じる専門の舞台。３間四方の本舞台と後座、地謡座、橋掛りの４つの部分からなる。観客席は見所という。
（全国公立文化施設協会発行「舞台用語ハンドブック」より）＜アンサンブル＞芸術（舞台）用語 ①音楽用語。少人数での合奏のこと。またはそのグループのこと。②演劇では舞台上の俳優の演技で全体の調和がとれ

ていることをいう。

平日ワンコインコンサート
　　＆ステージ on STAGE

YOSHIHIRO
KIKKAWA

吉川よしひろ
ひとりチェロ・リサイタル

10/18（水） 
10：30開場　11：00開演
伊賀市文化会館  ステージ
入場料  一般 500円（自由席）
※定員100名 発売中

第３回 竹灯り幽玄能

【日　時】９月９日（土）17：30開場　18：00開演
【場　所】ふるさと会館いが 外庭（雨天の場合は大ホール）
【料　金】観賞無料
【出演者】長田驍・長田郷（喜多流長袖会）

能楽教室受講生ほか
【内　容】仕舞・狂言・能「巻絹」
同時開催　■創造ART空間「能×いけばな」
　　　　　■灯りの回廊
　　　　　■お楽しみフードコート

竹灯りに彩られた幻想的な空間で、日本の伝統文化
「能」を心ゆくまでお楽しみください。

近年、クリスマスと同じような盛り上がりを見せるハロウィン！
あなたも仮装コンテストに参加して、モデル気分でホールのラ
ンウェイを歩いてみませんか!?

仮装コンテスト参加者募集
ハロウィンフェスタinいが

〈募集要項〉 ■応募＝性別・年齢制限なし　
 ■仮装＝市販・手作りなど制限なし

【参 加 費】無料
【募集期間】９月１日（金）～９月30日（土）
　　　　 　※9：00～ 17：00
【提 出 先】伊賀市文化会館
【開 催 日】10月29日（日）あやま文化センター
【申　　込】所定用紙をご利用ください。

※詳細は「参加者募集チラシ」または「ぶんとHP」をご覧ください。
【お問合せ】☎22－0511

2017年11月12日（日）
14：15 開場  15：30 開演
伊賀市文化会館 さまざまホール

【入場料前売】＜全席指定＞
一般2,500円　会員2,300円　高校生以下1,500円
※３歳未満のお子様はご入場できません。
【会員先行予約】８/19（土）～８/21（月）  【一般発売】８/26（土）

トランペット
エリック・ミヤシロ

サクソフォン
須川 展也

指　揮
寺岡  清高

©飯島 隆

大阪交響楽団
伊賀吹奏楽連盟中高生選抜メンバー

【一般共演者募集】
楽器をお持ちのお客様は「宝
島」を客席から演奏できます。
公演日の前日午後５時までに
気軽にお問合せください。 管弦楽

共　演

和太鼓フェスティバル2018 冬蒼の響
＜参加者募集!＞ 昨年度開催

「和太鼓フェスティバル2017」公演
オープニング風景より

公演のオープニングで、よさこいチーム「桐ヶ
丘どっこいしょ」と共演します。
【対　　象】①小学３年生以上

②和太鼓を叩くのが初めての方
③やる気があり、全日程の稽古に参加できる方

【募集人数】先着20名
【参加費等】4,500円

※別途、バチの購入費（1,500円程度）と足裏がゴム底の白足袋のご購入をお願いします。
【募集期間】９月17日（日）9：00～ 9月30日（土）17：00
【申込受付】☎22－0511で受付
【稽古期間】2017年11月～2018 年２月
【稽古場所】ふるさと会館いが・伊賀市文化会館
【本番日時】2018年２月18日（日）13：30 開場　14：00 開演
【本番会場】伊賀市文化会館 さまざまホール
※詳細は参加者募集チラシまたはぶんとHPをご覧ください。

芝居小屋あかもんVol.４

３人で織り成す３つの

９月23日（土）・24日（日）
お昼の部  13：30 開場  14：00 開演
夜 の 部  18：30 開場  19：00 開演
史跡旧崇広堂講堂
作・演出／たぐちちえこ
出演／落合優実・笠久美
　　　たぐちちえこ
全席自由 500円
※お昼の部は小さなお子様の入場可。

喜劇

2017.8.31（木）－9.10（日）  OPEN 10：00 ― 20：00　史跡旧崇広堂
【出　　展】新  歓嗣　工藤  二郎　小島  憲二　谷本  景　恒岡  光興
【ゲ ス ト】蓮  善隆　室川  嗣夫
入場無料（作品を販売いたします。一部の作品の引き取りは後日となります）
【協力開催】アートスペースいが  9/2（土）～ 9/10（日）OPEN 11：00－18：00

伝 承

創 造

伊賀焼伝統技術保存会　第２回会員展

AKAIKE ART GALLERY2017

URUSHI
EXHIBITION
9.1（金）→9.9（土）

出  展　 安東  智香　 谷川  美音　 柞磨  祥子

漆  三人展

10：00－19：00
［最終日－16：30］
武家屋敷赤井家住宅
入場無料

城
之
越
遺
跡

竹
灯
り
幽
玄
祭

開催日  ９月16日（土）  PM4：00～ PM8：30
会　場  城之越遺跡（伊賀市比土4724）
　　　　 ※臨時駐車場（神戸小学校）からシャトルバス運行。
★竹灯り幽玄コンサート「箏とアルパの音色」19：00～
★幽玄ステージ　伊賀琉真太鼓　他
★吹き矢de BINGO！　★バルーンリリース
★古代米餅ふるまい　　 ★お楽しみ模擬店　他
※詳しくは、☎22－0511にお問い合わせください。

入場無料

9.30（土） 開場13：30　開演14：00
伊賀市文化会館　さまざまホール　
【料　　金】一般 1,000円　高校生以下 500円

SaMaZaMaClub会員 800円
【出　　演】（一財）全日本和装コンサルタント協会認定萠着付作法学院

（一財）全日本和装コンサルタント協会認定全日本和装作法伊賀学院
井上真実（篠笛）・清水晧祐（小鼓）、（一社）日本雅友会
伊賀の国柘植の斎王群行実行委員会・柘植地域まちづくり協議会

【チケット】伊賀市文化会館ほか各プレイガイド
【助　　成】日本芸術文化振興基金

受
け
継
が
れ
し
音
と
技
が
魅
せ
る

―
 

悠
久
の
平
安
絵
巻『
斎
王
』―

8/20
発売開始

子ども育成事業 伊賀こどもミュージカル 第１回公演

【募集対象】 ①３歳～高校３年生  ②経験不問  ③やる気があり、向上心をもって稽古に参加できる方
【募集人数】50名程度
【募集期間】９月１日（金）9：00～９月20日（水）17：00
【申込受付】 ☎22－0511で受付
【オーディション】10月９日（月・祝）10：00～ 青山ホール
〈オーディション通過後〉
【参 加 費】 ■キッズメンバー（３歳～小学生未満）5,000円　■小中高生10,000円
【参加条件】公演終了後、衣装のクリーニングをお願いします。
【稽古期間】2017年11月～2018年２月
【稽古会場】青山ホール・青山公民館・伊賀市文化会館
【本番日時】2018年２月11日（日）13：30 開場　14：00 開演
【本番会場】伊賀市文化会館 さまざまホール
※詳細はオーディション参加者募集チラシまたはぶんとHPをご覧ください。

８回目となる子ども育成事業「青山こどもミュー
ジカル」は「伊賀こどもミュージカル」に改名し、
今回より参加対象を高校生まで広げ、募集人数
も拡大してパワーアップ！
本番会場は、青山ホールから伊賀市文化会館に
移し、新たにスタートします！ミュージカルにチャレンジするなら、今！！

オーディション
 参加者募集！眠れる森の美女～リラの精の願い～

第７回公演
「URASHIMA～もうひとつの浦島太郎物語～」
公演風景より

市展「いが」日程、会場変更のお知らせ
　第13回市展「いが」の日程、会場を次のとおり変更します。

　募集要項を９月下旬から配布するほか、ぶんと通信（10月15日号）
にも掲載します。
　会場ではよりよい展示方法を取り入れるほか、コンサートの同時開
催などを予定しています。皆さんのご理解、ご協力をお願いします。
【お問合せ】伊賀市文化都市協会　☎22－0511
　　　　　 伊賀市文化交流課　　☎22－9621

【日程】2018年３月21日（水・祝）～25日（日）
【会場】伊賀市文化会館（伊賀市西明寺3240-2）

昨年度に続いて沖縄地方の代表的な楽器「三線」の受講者を募集し
ます。７回の講座で基本から演奏までを習い、来年１月にあやま文
化センターさんさんホールで練習の成果を披露してもらいます。

【対　　象】小学２年生以上の三線初心者（本講座の初参加者） 
【定　　員】午後の部10名／夜間の部10名
【受　　付】9月23日（土・祝）9：00から電話受付

※先着順。ご本人様のみの受付となります。
【練習会場】あやま文化センター リハーサル室
【練習時間】午後の部15：30～ 17：00

夜間の部18：30～ 20：00
【練習日程】①11/5（日）  ②11/19（日）  ③12/10（日）  ④12/24（日）

⑤1/14（日）  ⑥1/20（土）  ⑦1/28（日）
※⑦は午前中合同練習。14：00からホールでミニコンサート
　（練習日は変更する場合があります）

【受 講 料】4,000円（全７回分） 
※楽器レンタル料金含む。楽器持参の場合も同料金。
※受講料は初日に徴収します。
※別途13,000円で楽器購入できます。

【申込・お問合せ】☎22－0511

楽器体験シリーズ

〈募集要項〉

「三線」を弾いてみませんか

のプロムナード action Ⅶ

灯 AKARI
りと

HANA 華
【協同開催】
「伊賀上野灯りの城下町」
※詳しくはチラシをご覧ください

【内　容】 ■「華」のプロムナード（いけばな展示）
　　　　 ■手づくりの「灯り」展
　　　　 ■竹灯りアート作品展＆施設のライトアップ
　　　　 ■華灯りスタンプラリーで粗品進呈

高田泰治が紡ぐベートーヴェンの求めた音の姿
「悲愴」Fortepiano
10/９ 15：00開場  15：30開演
全席自由 500円　定員120名　
出演　高田泰治

新日本フィルメンバーによる四重奏
「弦楽」
10/8 15：00開場  15：30開演
全席自由 1,000円　定員120名
出演　田村直貴　外園萌香
　　　吉鶴洋一　永富さおり

10/7（崇広堂）10/8（栄楽館）
19：00開演
入場無料
出演：二東社

だんじりのお囃子を聴く

※LIVEチケットは
　別途有料となります。

二日連続「華灯りアフタヌーンコンサート@崇広堂」

10月７日（土）～９日（月・祝）10：00～ 21：00
史跡旧崇広堂、旧小田小学校本館、栄楽館、入交家住宅、
赤井家住宅、沖森邸、蓑虫庵
16時半以降入館無料（16時半までは入館料必要）

※２日連続セット券の場合は1,500円が1,200円に

すうこうどう寄席vol.18

【場　所】史跡旧崇広堂　講堂
【料　金】一般 500円（自由席）※定員120名
【発　売】９月２日（土）

18：30開場　19：00開演
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＜能舞台＞芸術（舞台）用語 能と狂言を演じる専門の舞台。３間四方の本舞台と後座、地謡座、橋掛りの４つの部分からなる。観客席は見所という。
（全国公立文化施設協会発行「舞台用語ハンドブック」より）＜アンサンブル＞芸術（舞台）用語 ①音楽用語。少人数での合奏のこと。またはそのグループのこと。②演劇では舞台上の俳優の演技で全体の調和がとれ

ていることをいう。

平日ワンコインコンサート
　　＆ステージ on STAGE

YOSHIHIRO
KIKKAWA

吉川よしひろ
ひとりチェロ・リサイタル

10/18（水） 
10：30開場　11：00開演
伊賀市文化会館  ステージ
入場料  一般 500円（自由席）
※定員100名 発売中

第３回 竹灯り幽玄能

【日　時】９月９日（土）17：30開場　18：00開演
【場　所】ふるさと会館いが 外庭（雨天の場合は大ホール）
【料　金】観賞無料
【出演者】長田驍・長田郷（喜多流長袖会）

能楽教室受講生ほか
【内　容】仕舞・狂言・能「巻絹」
同時開催　■創造ART空間「能×いけばな」
　　　　　■灯りの回廊
　　　　　■お楽しみフードコート

竹灯りに彩られた幻想的な空間で、日本の伝統文化
「能」を心ゆくまでお楽しみください。

近年、クリスマスと同じような盛り上がりを見せるハロウィン！
あなたも仮装コンテストに参加して、モデル気分でホールのラ
ンウェイを歩いてみませんか!?

仮装コンテスト参加者募集
ハロウィンフェスタinいが

〈募集要項〉 ■応募＝性別・年齢制限なし　
 ■仮装＝市販・手作りなど制限なし

【参 加 費】無料
【募集期間】９月１日（金）～９月30日（土）
　　　　 　※9：00～ 17：00
【提 出 先】伊賀市文化会館
【開 催 日】10月29日（日）あやま文化センター
【申　　込】所定用紙をご利用ください。

※詳細は「参加者募集チラシ」または「ぶんとHP」をご覧ください。
【お問合せ】☎22－0511

2017年11月12日（日）
14：15 開場  15：30 開演
伊賀市文化会館 さまざまホール

【入場料前売】＜全席指定＞
一般2,500円　会員2,300円　高校生以下1,500円
※３歳未満のお子様はご入場できません。
【会員先行予約】８/19（土）～８/21（月）  【一般発売】８/26（土）

トランペット
エリック・ミヤシロ

サクソフォン
須川 展也

指　揮
寺岡  清高

©飯島 隆

大阪交響楽団
伊賀吹奏楽連盟中高生選抜メンバー

【一般共演者募集】
楽器をお持ちのお客様は「宝
島」を客席から演奏できます。
公演日の前日午後５時までに
気軽にお問合せください。 管弦楽

共　演

和太鼓フェスティバル2018 冬蒼の響
＜参加者募集!＞ 昨年度開催

「和太鼓フェスティバル2017」公演
オープニング風景より

公演のオープニングで、よさこいチーム「桐ヶ
丘どっこいしょ」と共演します。
【対　　象】①小学３年生以上

②和太鼓を叩くのが初めての方
③やる気があり、全日程の稽古に参加できる方

【募集人数】先着20名
【参加費等】4,500円

※別途、バチの購入費（1,500円程度）と足裏がゴム底の白足袋のご購入をお願いします。
【募集期間】９月17日（日）9：00～ 9月30日（土）17：00
【申込受付】☎22－0511で受付
【稽古期間】2017年11月～2018 年２月
【稽古場所】ふるさと会館いが・伊賀市文化会館
【本番日時】2018年２月18日（日）13：30 開場　14：00 開演
【本番会場】伊賀市文化会館 さまざまホール
※詳細は参加者募集チラシまたはぶんとHPをご覧ください。

芝居小屋あかもんVol.４

３人で織り成す３つの

９月23日（土）・24日（日）
お昼の部  13：30 開場  14：00 開演
夜 の 部  18：30 開場  19：00 開演
史跡旧崇広堂講堂
作・演出／たぐちちえこ
出演／落合優実・笠久美
　　　たぐちちえこ
全席自由 500円
※お昼の部は小さなお子様の入場可。

喜劇

2017.8.31（木）－9.10（日）  OPEN 10：00 ― 20：00　史跡旧崇広堂
【出　　展】新  歓嗣　工藤  二郎　小島  憲二　谷本  景　恒岡  光興
【ゲ ス ト】蓮  善隆　室川  嗣夫
入場無料（作品を販売いたします。一部の作品の引き取りは後日となります）
【協力開催】アートスペースいが  9/2（土）～ 9/10（日）OPEN 11：00－18：00

伝 承

創 造

伊賀焼伝統技術保存会　第２回会員展

AKAIKE ART GALLERY2017

URUSHI
EXHIBITION
9.1（金）→9.9（土）

出  展　 安東  智香　 谷川  美音　 柞磨  祥子

漆  三人展

10：00－19：00
［最終日－16：30］
武家屋敷赤井家住宅
入場無料

城
之
越
遺
跡

竹
灯
り
幽
玄
祭

開催日  ９月16日（土）  PM4：00～ PM8：30
会　場  城之越遺跡（伊賀市比土4724）
　　　　 ※臨時駐車場（神戸小学校）からシャトルバス運行。
★竹灯り幽玄コンサート「箏とアルパの音色」19：00～
★幽玄ステージ　伊賀琉真太鼓　他
★吹き矢de BINGO！　★バルーンリリース
★古代米餅ふるまい　　 ★お楽しみ模擬店　他
※詳しくは、☎22－0511にお問い合わせください。

入場無料

9.30（土） 開場13：30　開演14：00
伊賀市文化会館　さまざまホール　
【料　　金】一般 1,000円　高校生以下 500円

SaMaZaMaClub会員 800円
【出　　演】（一財）全日本和装コンサルタント協会認定萠着付作法学院

（一財）全日本和装コンサルタント協会認定全日本和装作法伊賀学院
井上真実（篠笛）・清水晧祐（小鼓）、（一社）日本雅友会
伊賀の国柘植の斎王群行実行委員会・柘植地域まちづくり協議会

【チケット】伊賀市文化会館ほか各プレイガイド
【助　　成】日本芸術文化振興基金

受
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れ
し
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と
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が
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発売開始

子ども育成事業 伊賀こどもミュージカル 第１回公演

【募集対象】 ①３歳～高校３年生  ②経験不問  ③やる気があり、向上心をもって稽古に参加できる方
【募集人数】50名程度
【募集期間】９月１日（金）9：00～９月20日（水）17：00
【申込受付】 ☎22－0511で受付
【オーディション】10月９日（月・祝）10：00～ 青山ホール
〈オーディション通過後〉
【参 加 費】 ■キッズメンバー（３歳～小学生未満）5,000円　■小中高生10,000円
【参加条件】公演終了後、衣装のクリーニングをお願いします。
【稽古期間】2017年11月～2018年２月
【稽古会場】青山ホール・青山公民館・伊賀市文化会館
【本番日時】2018年２月11日（日）13：30 開場　14：00 開演
【本番会場】伊賀市文化会館 さまざまホール
※詳細はオーディション参加者募集チラシまたはぶんとHPをご覧ください。

８回目となる子ども育成事業「青山こどもミュー
ジカル」は「伊賀こどもミュージカル」に改名し、
今回より参加対象を高校生まで広げ、募集人数
も拡大してパワーアップ！
本番会場は、青山ホールから伊賀市文化会館に
移し、新たにスタートします！ミュージカルにチャレンジするなら、今！！

オーディション
 参加者募集！眠れる森の美女～リラの精の願い～

第７回公演
「URASHIMA～もうひとつの浦島太郎物語～」
公演風景より

市展「いが」日程、会場変更のお知らせ
　第13回市展「いが」の日程、会場を次のとおり変更します。

　募集要項を９月下旬から配布するほか、ぶんと通信（10月15日号）
にも掲載します。
　会場ではよりよい展示方法を取り入れるほか、コンサートの同時開
催などを予定しています。皆さんのご理解、ご協力をお願いします。
【お問合せ】伊賀市文化都市協会　☎22－0511
　　　　　 伊賀市文化交流課　　☎22－9621

【日程】2018年３月21日（水・祝）～25日（日）
【会場】伊賀市文化会館（伊賀市西明寺3240-2）

昨年度に続いて沖縄地方の代表的な楽器「三線」の受講者を募集し
ます。７回の講座で基本から演奏までを習い、来年１月にあやま文
化センターさんさんホールで練習の成果を披露してもらいます。

【対　　象】小学２年生以上の三線初心者（本講座の初参加者） 
【定　　員】午後の部10名／夜間の部10名
【受　　付】9月23日（土・祝）9：00から電話受付

※先着順。ご本人様のみの受付となります。
【練習会場】あやま文化センター リハーサル室
【練習時間】午後の部15：30～ 17：00

夜間の部18：30～ 20：00
【練習日程】①11/5（日）  ②11/19（日）  ③12/10（日）  ④12/24（日）

⑤1/14（日）  ⑥1/20（土）  ⑦1/28（日）
※⑦は午前中合同練習。14：00からホールでミニコンサート
　（練習日は変更する場合があります）

【受 講 料】4,000円（全７回分） 
※楽器レンタル料金含む。楽器持参の場合も同料金。
※受講料は初日に徴収します。
※別途13,000円で楽器購入できます。

【申込・お問合せ】☎22－0511

楽器体験シリーズ

〈募集要項〉

「三線」を弾いてみませんか

のプロムナード action Ⅶ

灯 AKARI
りと

HANA 華
【協同開催】
「伊賀上野灯りの城下町」
※詳しくはチラシをご覧ください

【内　容】 ■「華」のプロムナード（いけばな展示）
　　　　 ■手づくりの「灯り」展
　　　　 ■竹灯りアート作品展＆施設のライトアップ
　　　　 ■華灯りスタンプラリーで粗品進呈

高田泰治が紡ぐベートーヴェンの求めた音の姿
「悲愴」Fortepiano
10/９ 15：00開場  15：30開演
全席自由 500円　定員120名　
出演　高田泰治

新日本フィルメンバーによる四重奏
「弦楽」
10/8 15：00開場  15：30開演
全席自由 1,000円　定員120名
出演　田村直貴　外園萌香
　　　吉鶴洋一　永富さおり

10/7（崇広堂）10/8（栄楽館）
19：00開演
入場無料
出演：二東社

だんじりのお囃子を聴く

※LIVEチケットは
　別途有料となります。

二日連続「華灯りアフタヌーンコンサート@崇広堂」

10月７日（土）～９日（月・祝）10：00～ 21：00
史跡旧崇広堂、旧小田小学校本館、栄楽館、入交家住宅、
赤井家住宅、沖森邸、蓑虫庵
16時半以降入館無料（16時半までは入館料必要）

※２日連続セット券の場合は1,500円が1,200円に

すうこうどう寄席vol.18

【場　所】史跡旧崇広堂　講堂
【料　金】一般 500円（自由席）※定員120名
【発　売】９月２日（土）

18：30開場　19：00開演
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半
が
、
カ
ヌ
ー
に
乗
る
こ

と
自
体
が
初
体
験
で
す
。
準
備
体
操
で
体

を
ほ
ぐ
し
た
あ
と
、
救
命
胴
衣
の

着
け
方
、
パ
ド
ル
の
動
か
し
方
や

カ
ヌ
ー
に
乗
り
込
む
方
法
か
ら
教

え
、
直
進
や
カ
ー
ブ
な
ど
カ
ヌ
ー

の
進
め
方
を
指
導
す
る
の
で
す
が
、

約
１
時
間
の
短
い
体
験
会
の
中
で
ほ
と
ん

ど
の
子
ど
も
が
カ
ヌ
ー
を
右
へ
左
へ
と
思

い
通
り
に
乗
り
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
初
め
は
水
を
怖
が
っ
て
付
き
添
い
の

お
父
さ
ん
か
ら
離
れ
な
い
子
も
い
ま
し
た

が
、
最
後
に
は
元
気
よ
く
、
ひ
と
り
で
パ

ド
ル
を
漕
い
で
カ
ヌ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る

様
子
で
し
た
。

　
カ
ヌ
ー
は
ヨ
ッ
ト
と
違
っ
て
水
面
の
す

ぐ
上
に
座
席
が
あ
り
、
高
低
差
が
な
い
こ

と
か
ら
大
人
で
も
最
初

は
乗
船
を
た
め
ら
い
が

ち
で
す
。
逆
に
、
背
の

低
い
子
ど
も
た
ち
は
重

心
が
低
く
な
る
た
め
か
、

扱
い
や
す
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
毎
回
、
参

加
す
る
子
ど
も
た
ち
は

変
わ
り
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
の
子
ど
も
が「
ち
ゃ

ん
と
乗
れ
た
よ
！
」「
水

の
上
を
走
る
の

が
楽
し
か
っ
た
」

な
ど
と
感
想
を

話
し
て
く
れ
ま

す
。
笑
顔
を
見

な
が
ら
子
ど
も

た
ち
と
喜
び
を

分
か
ち
合
う
と

き
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し

て
の
や
り
が
い
を
実
感
し
ま
す
。

　
カ
ヌ
ー
は
、
川
の
ス
ポ
ー
ツ
を
代
表
す

る
乗
り
物
で
す
。
ぶ
ん
と
で
も
、
両
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
艇
庫
を
管
理
し
な
が

ら
、
カ
ヌ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を

願
っ
て
艇
庫
の
利
用
貸
し
出
し
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
来
は
川
や
池

で
楽
し
む
カ
ヌ
ー
で
す
が
、
両
海
洋
セ
ン

タ
ー
に
は
屋
内
プ
ー
ル
を
併
設
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
カ
ヌ
ー
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
い
、
か
つ
安
全
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

の
で
は
な
い
か
と
、
体
験
型
事
業
を
２
０

１
１
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
試
乗
体
験
会
、
少
し
ず
つ
リ
ピ
ー

タ
ー
も
増
え
て
人
気
の
事
業
に
な
り
ま
し

た
。
救
命
胴
衣
を
身
に
着
け
る
の
で
、
泳

げ
な
く
て
も
体
験
で
き
ま
す
。
来
年
の
夏

も
、
１
人
で
も
多
く
の
方
に
カ
ヌ
ー
を
操

る
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　（
担
当
・
界
外
洋
平
）

伊賀市文化会館
ホワイエ

開場13：30　開演14：00
いずれも

一般 500円（自由席120席程度）

bimonthly lobby Concert

6/24
発　売

土

（全席自由）
青山ホール

9/3日
開場13：30　開演14：00
一　般　500円

Live Road
2017

好　評
発売中

今回本数が多い為
縮小しました

いつもの大きさ
好　評
発売中

吉川よしひろ
ひとりチェロ・リサイタル

開場10：30　開演11：00
一　般　500円

伊賀市文化会館
ステージ

（自由席）

10/18水 好　評
発売中

大阪交響楽団
ジョイントコンサート

11/12日
開場14：15　開演15：30

伊賀市文化会館
（全席指定）

東京パリアンサンブル

11/26日
開場13：30　開演14：00
一　　般　1,000円

青山ホール
（全席自由）

9/16
発　売

土

最小のオーケストラ
～パリからの贈り物

一　　般　2,500円
高校生以下　1,500円

8/26
発　売

土

受け継がれし
音と技が魅せる
－悠久の平安絵巻『斎王』－

9/30土
開場13：30　開演14：00

伊賀市文化会館
（全席自由）

一　　般　1,000円
高校生以下　   500円

8/20
発　売

日

Classicのいろは2017 Vol.2
天才モーツァルトの
アンサンブルの名曲

伊賀市文化会館

開場16：00　開演16：30
単 発 券
一 般
高校生以下
ペアチケット

1,000円（自由席）
   500円（　〃　）
1,600円（　〃　）

10/21土 好　評
発売中

ヴァイオリンとピアノによる
音楽のフルコース
～晩夏を彩る素敵なひとときを～

Vol.2

8/26土 好　評
発売中

9/17日 好　評
発売中

アンサンブルの響き
~ピアノとサクソフォンによるひととき~

Vol.3

10/28 土
彩
～歌とピアノの調べ～

Vol.4

8/26
発　売

土

カ
ヌ
�
の
試
乗
体
験
会

第113号 通信 8

通信

BUNTOチケット情報

●チケットのお問い合わせ● 伊賀市文化会館 TEL.0595(24)7015 ふるさと会館いが TEL.0595(45)9125
青山ホール TEL.0595(52)1109 あやま文化センター TEL.0595(43)1125




